
糸木名小学校
　5月16日（金）、１～４年生で春の一日遠足に出かけまし
た。天候にも恵まれ、
美しい与名間ビーチで
海水浴、天城町総合運
動公園で遊具遊び、美
味しい愛情弁当やおや
つなど、笑顔いっぱい
幸せいっぱいの一日と
なりました。
　徳之島の自然を体い
っぱい感じた一日となりました。

　今年も、郷土の先人である泉芳朗さんについて講師を招
き、全校児童・教職員・保護者で、郷土の歴史について学び
を深めました。奄美復帰運動の父である素晴らしい先人の
方々の努力が、今の当たり前の生活につながっていることを
忘れたくありません。
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6月5日（木）第1回学校運営協議会を開催し
ました。本年度の7委員のみなさんと共に地
域と共にある学校を目指していきます。

　今月から、子どもたちの楽しみにして
いた水泳学習が始まりました。
　今年も、犬田布中学校のプールを借り
て自分の目標にチャレンジします。
　4回の水泳学習ですが、泳ぐ運動に親し
み、夏休みもプールや海で、安全に十分
留意しながら、楽しく過ごしてほしいで
す。

〒891‐83 2 4
鹿児島県大島郡伊仙町糸木名722番地

　5月1 3日～1 5日、
犬田布中学校から、
中学3年生が一名、職
場体験で小学校を訪
れました。小学生や
先生方と共に3日間過
ごす中で、授業参観
や給食準備、環境整
備など、学校の中の
様々な活動に積極的
に参加してくれまし
た。

会　長　屋　重成さん　
副会長　福田　明正さん
委　員　屋　茂栄さん
　　　　清　千鶴子さん
　　　　源　美勇司さん
　　　　岩本　朋花さん
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水泳学習が
始まっています。

タマシロモイ
（語り部事業）

第1回
学校運営協議会

春の一日遠足 犬田布中職場体験

7月・8月行事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　引地　幸二　
　朝は小雨がパラついたものの、昼前には、すっかり良い天気になった日がありました。昼
休み、多くの子が校庭へ飛び出していき、その中に、少し走りにくそうにしている子が一人
いました。よく見ると、その子だけが雨靴を履いていました。昼休みが終わり、教室へ帰っ
ていくその子に声をかけました。「少し走りづらそうだったね。おうちの人に履いていきな
さいっていわれたの？」と尋ねると、「ううん。自分で」とその子は答えました。私は、
「そう。自分で選んだんだ。えらいね。」と返しました。
　今回のこの子の「雨靴」の選択は、失敗だったのでしょうか。確かに、昼からの活動を考
えれば、別の選択をしたほうがよかったのかもしれません。しかし、今回の「自分で決めた
こと」は、今後にきっと生かされるはずです。これが、もし、誰かに決められたものであっ
たとすれば、「嫌な思いをした」という記憶だけが残ったと思います。
　私は、教育の最大の目的は、自立できる人間にすることだと思っています。今は、親や教
師が手助けをすることができても、いずれは巣立っていく存在です。親も教師も、子供は、
いつか自分の手から離れていくことを、心のどこかに留めておく必要があります。
　時と場合にもよりますが、本当に子供のためを思うなら、親や教師の手助けがなくてもや
っていけるようにすることが大切だと考えています。子供にとってそのことは大変なことか
もしれません。しかし、それが、子供への思いやりであり、優しさでもあると思います。教
育とは、厳しさと優しさが表裏一体なのだと、最近強く思います。
　子供は可愛くて仕方がありません。できれば、「困難な状況」などない方がいいという気
持ち、分かります。でも、いつか困難な状況に一人で立ち向う日が来るというのも事実で
す。
　今、糸木名小学校では、「自己選択と自己決定をあらゆる場面で」を合言葉に取り組んで
います。人に言われてやることには、意欲も責任も伴いません。やらされ感たっぷりで、成
功しても、さして自信にもならず、失敗すれば、責任転嫁するか、言い訳をするかのどちら
かです。大小に関わらず、自分で決めたことなら、最後まで責任をもって全うしようとする
はずです。我々教師を含め、まわりの大人は、困難な道でも、自分の力で成し遂げられるよ
う励まし、仮に失敗したとしても、応援し続ける、そういう存在でありたいと思っていま
す。
　親や教師の心配は、いつになってもつきません。でも、一つ一つ乗り越えさせ、自立でき
る人間に育てるという覚悟をもつことが必要だと思います。

‘‘自立できる人間に育てる”という覚悟

　6月11日(水）に、学校運営協議会委員
の方を中心に、学校の環境整備を行っ
てくださいました。子どもたちが安心
して校庭で過ごすことができます。本
当にありがとうございました。


